
 
オビディエンスビギナーⅠ・競技課目の実施要領 

 

 

課目１ 犬と対面しての30秒間の停座（紐付） 

 

実施内容：指導手は、犬に引き綱を付けて所定の位置に脚側停座させる。（それぞれ 

の犬の間隔は約３ｍとし、横一列で３頭～６頭並ぶ。）指示により指導手 

は犬に待てを命じ、引き綱を弛ませた任意の距離で犬と対面する。 

約30秒間経過後、指示により指導手は常歩で犬の左側から後方を通り犬 

の元へ戻り、指示により終わる。 

係数３  最高得点30点 

 

 

課目２．犬と対面しての30秒間の伏臥（紐付） 

 

実施内容：指導手は、犬に引き綱を付けて所定の位置に脚側停座させる。（それぞれ 

の犬の間隔は約３ｍとし、横一列で３頭～６頭並ぶ。）指示により脚側停 

座の状態から、１頭ずつ伏臥を命じる。最後の指導手が犬を伏臥させた 

後、引き綱を放し犬に待てを命じ、約５ｍ離れて犬と対面する。 

約30秒間経過後、指示により指導手は常歩で犬の左側から後方を通り犬 

の元へ戻り、指示により１頭ずつ脚側停座（右側から伏臥を指示した場 

合、脚側停座は左側から順に指示する。）させ、指示により引き綱を手に 

持ち終わる。 

１頭ずつ犬を伏臥または脚側停座させる際に、犬が他の指導手の命令で 

行動した場合、新たな命令をしてはならない。（犬はその状態のままと 

する。） 

係数２  最高得点20点 

 

 

課目３．紐付き脚側行進 

 

実施内容：出発点で犬を脚側停座させる。指導手は左手に引き綱を持ち待機する。 

準備が確認されたら、指示によりＡ前、Ｂ右へ（90度）、Ｃ左へ（90度）、 

Ｄ回れ右、Ｅ止まれ、Ｆ速歩を含んだ脚側行進を行い、指示により指導 

手は停止し、犬に脚側停座させ、指示により終わる。 

スタート時及び歩度変換の際は、声符を与えなければならない。ただ 

し、乱用及び誘導的な指導手の態度は、その程度に応じて減点される。 

出場犬は原則的に同じコースで行う。 

        回れ右の場合、指導手と犬はともに同じ方向に回らなければならない。 

係数３  最高得点30点 

 

 

課目４．行進中の伏臥（紐付） 

 

   実施内容：指導手は、犬に引き綱を付けて所定の位置に脚側停座させて待機する。 

指示により脚側行進を行う。指示により伏臥を命じると同時に引き綱を 

放し、指導手のみ行進し指示により対面する。指示により指導手は犬の 

左側から後方を通り犬の元へ戻り、指示により脚側停座させ、指示によ 

り引き綱を手に持って終わる。 

係数３  最高得点30点 



 

 

課目５．伏臥を伴う招呼（紐付） 

 

   実施内容：指導手は、犬に引き綱を付けて所定の位置に脚側停座させて待機する。 

指示により犬を伏臥させ、引き綱を放す。指示により指導手は犬に待て 

を命じ、指示された方向に約５ｍ離れて対面する。指示により犬を招呼 

する。犬は直接脚側停座するか、又は指導手の直前に一旦対面停座して 

から、脚側停座させる。さらに指示により引き綱を持ち、指示により行 

進をして、指示により脚側停座で終わる。対面停座した場合のみ、脚側 

停座を促す声符をかけることができる。 

係数４  最高得点40点 

 

 

課目６．扱い方 人／犬 

 

   実施内容：指導手と犬との調和と稟性。 

係数１  最高得点10点 

 

 

  ※①各課目とも、視符を併用しても良い。ただし、乱用及び誘導的な指導手の態度は、 

    その程度に応じて減点される。 

  ※②課目３、４、５は、１頭ずつ行うが、他の犬は所定の位置に脚側停座させて待機 

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

オビディエンスビギナーⅡ・競技課目の実施要領 
 

 

課目１．犬と対面しての30秒間の停座（声符のみ） 

 

実施内容：指導手は、犬に引き綱を付けて所定の位置に脚側停座させる。（それぞれ

の犬の間隔は約３ｍとし、横一列で３頭～６頭並ぶ。）指示により引き綱

を外し、指示により指導手は犬に待てを命じ、約10ｍ離れて犬と対面する。

約30秒間経過後、指示により指導手は常歩で犬の左側から後方を通り犬の

元へ戻り、指示により終わる。引き綱を外した時点から犬を触ってはなら

ない。外した引き綱は、指導手の肩にかける。 

係数２  最高得点20点 

 

 

課目２．犬と対面しての１分間の伏臥（声符のみ） 

 

実施内容：指導手は、所定の位置に犬を脚側停座させる。（それぞれの犬の間隔は約

３ｍとし、横一列で３頭～６頭並ぶ。）指示により脚側停座の状態から、

１頭ずつ伏臥を命じる。最後の指導手が犬を伏臥させた後、指示により犬

に待てを命じ、約10ｍ離れて犬と対面する。約１分間経過後、指示により

指導手は常歩で犬の左側から後方を通り犬の元へ戻り、指示により１頭ず

つ脚側停座(右側から伏臥を指示した場合、脚側停座は左側から順に指示

する。）させ、指示により引き綱を付けて終わる。 

１頭ずつ犬を伏臥または脚側停座させる際に、犬が他の指導手の命令で行

動した場合、新たな命令をしてはならない。（犬はその状態のままとす

る。） 

係数２  最高得点20点 

 

 

課目３．紐付き脚側行進（声符のみ） 

 

実施内容：出発点で犬を脚側停座させる。指導手は左手に引き綱を持ち待機する。準

備が確認されたら、指示によりＡ前、Ｂ右へ（90度）、Ｃ左へ（90度）、Ｄ

回れ右、Ｅ回れ左、Ｆ止まれ、Ｇ速歩を含んだ脚側行進を行う。指示によ

り指導手は停止し、犬に脚側停座させ、指示により終わる。 

スタート時及び歩度変換の際は、声符を与えなければならない。ただし、乱

用及び誘導的な指導手の態度は、その程度に応じて減点される。出場犬は原

則的に同じコースで行う。回れ右・回れ左の場合、指導手と犬はともに同じ

方向に回らなければならない。 

係数３  最高得点30点 

 

 



 

課目４．紐無し脚側行進（声符のみ） 

 

実施内容：指導手は、犬に引き綱を付けて出発点で待機し、指示により引き綱を外

し、指導手の肩にかけて、課目３の要領で行う。 

係数４  最高得点40点 

 

 

課目５．行進中の伏臥及び招呼（声符のみ） 

 

実施内容：指導手は、犬を所定の位置に脚側停座させて待機する。指示により指導

手は、常歩で脚側行進し、約５ｍの地点で指示により伏臥を命じる。指

導手は止まる事なく振り返らず、引き続き約10ｍ直進し対面する。指示

により犬を招呼する。犬は直接脚側停座するか、又は指導手の直前に一

旦対面停座してから、脚側停座させて終わる。対面停座した場合のみ、

脚側停座を促す声符をかけることができる。 

係数３  最高得点30点 

 

 

課目６．前進（声符及び視符） 

実施内容：指導手は、犬を所定の位置に脚側停座させて待機する。指示により指導

手は犬に待てを命じ、約10ｍ前方の３ｍ四方の区域内に引き綱を置き、

犬の元へ戻り、指示により犬を前進させ、３ｍ四方の区域内で停止させ

る。（犬は停座、伏臥、立止のどの状態でも良い） 

指示により指導手は、常歩で犬の左側から後方を通り、犬の元に戻り、指

示により基本姿勢をとらせて終わる。犬を前進させる時のみ声視符同時な

ら許される。犬の体の一部が区域内に接している場合は、状態に応じて減

点とし、区域外であれば区域内に入れる命令をかけても良いが、減点とな

る。また、四隅のコーンに犬の鼻が触れると減点となる。引き綱は、３ｍ

四方の区域内のどの場所に置いても良いが、反射する色の引き綱は認めら

れない。３ｍ四方の各コーナーにはコーンを置く。 

係数３  最高得点30点 

 

 

課目７．遠隔操作（声符及び視符） 

実施内容：犬を所定の位置に脚側停座させる。指示により指導手は犬に待てを命じ、

常歩で指示された方向に約10ｍ離れて対面する。指示により犬を伏臥さ 

せる。指示により指導手は常歩で、犬の左側から後方を通り犬の元に戻 

り、指示により脚側停座させて終わる。指導手の命令は、犬の姿勢を変 

える時のみ、声視符同時なら許される。 

係数３  最高得点30点 

 

課目８．扱い方 人／犬 

   実施内容：指導手と犬との調和と稟性。 

係数１  最高得点10点 


